
嚢
欝

鰭
鱗
陪
　
彰

撒
鱗

　
『
法
馨
『
突
「
’
妻
』

　
　
　
　
髪

棄簗

嚢

嚢羅

雛

、講

磁ウ　な

欝

馨
螺

・憂

、弼

灘
、
、 髪

．r饗

　
　
　
　
　
嚢

　
　
　
　
鰹
　
、

　
、
繕
鷺
｛
・

　
ず
盈
μ
’
妻
　
究

　
雛
奪

　
』
響
、
　
、
羅

　
『
建

　
難
理
繍
、
嚢
－
駕
羅

　
　
垂
．
・
顛

　
　
　
睡
羅

置
羅
…
、
難
灘
翼

広
蹄
1
2

℃
つ

髄0174号 昭和61年12月1日

男5，326人　女5，345人

世帯数2，812

　　一七つの祝一
　11月15日に町民体育館において

7つの祝がおこなわれました。

　子供たちは、胸に大きな白いリ

ボンをつけ、皆んなよい子です。

〔11月1日現在人口〕
計10，671人

●発行所
●発行人

埼玉県大里郡江南町役場

江南町長柴田忠雄
●電話0485（36）1521
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乗
る
な
ら
飲
む
な

　
　
　
　
　
　
　
飲
ん
だ
ら
乗
惹
な

　
“
乗
る
な
ら
飲
む
な
、
飲
ん
だ
ら
乗
る
な
”
と
い
う
標
語
は
あ
ま
り
に
も
有
名
で

す
。
そ
し
て
交
通
違
反
の
な
か
で
も
、
飲
酒
に
よ
る
違
反
は
こ
と
の
ほ
か
罰
則
が
重

く
、
社
会
的
に
も
許
さ
れ
る
べ
き
行
為
で
な
い
こ
と
は
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ら
だ
れ
で
も

知
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
と
こ
ろ
が
、
相
変
わ
ら
ず
後
を
断
た
な
い
の
が
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
で

す
。
ど
ん
な
に
酒
に
強
い
人
で
も
、
酒
と
車
の
運
転
は
両
立
し
な
い
関
係
に
あ
る
こ

と
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
ア
ル
コ
ー
ル
が
身
体
機
能
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
ー
飲
酒
運
転
の
危

険
性
を
よ
く
知
っ
て
〃
乗
る
な
ら
飲
ま
な
い
〃
こ
と
を
さ
ら
に
徹
底
厳
守
す
る
よ
う

に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
酒
に
酔
っ
た
状
態
と
い
う
と
、
ど
ん

な
状
態
を
想
像
し
ま
す
か
。
足
元
が
ふ

ら
つ
く
、
目
が
す
わ
る
…
…
。

　
実
は
、
こ
う
な
る
前
に
、
す
で
に
ア

ル
コ
ー
ル
は
自
制
心
や
判
断
力
に
悪
影

響
を
与
え
て
い
る
の
で
す
。

　
見
た
目
に
は
酔
っ
た
よ
う
に
見
え
な

く
て
も
、
自
制
心
や
判
断
力
は
か
な
り

鈍
く
な
っ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

自
分
で
は
気
づ
か
な
い
ー
こ
こ
に
ア

ル
コ
ー
ル
の
“
危
険
な
落
と
し
穴
”
が

あ
る
の
で
す
。

　
そ
の
結
果
、
ア
ル
コ
ー
ル
が
入
る
と
、

か
え
っ
て
知
覚
作
用
や
運
転
技
能
が
平

常
よ
り
も
良
く
な
っ
た
と
感
じ
、
危
険

な
追
越
し
な
ど
を
平
気
で
す
る
よ
う
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
こ
う
し
て
自
分
勝
手
に
、
酒
一
合
ま

で
な
ら
…
…
ビ
ー
ル
一
本
ぐ
ら
い
な
ら

・
…
：
と
い
っ
た
考
え
で
運
転
し
て
い
て
、

つ
い
に
は
大
事
故
を
起
こ
し
て
し
ま
う
、

と
い
う
ケ
ー
ス
も
よ
く
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
聾

　
ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
る
影
響
は
目
に
も

表
れ
ま
す
。
視
力
が
落
ち
る
ほ
か
、
視

野
も
狭
く
な
る
の
で
す
。
車
の
運
転
に

必
要
な
“
目
か
ら
の
情
報
”
が
少
な
く

な
る
の
で
す
か
ら
、
危
険
な
の
は
言
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
運
動
筋
肉
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
神
経
が
侵
さ
れ
る
と
、
刺
激
に
対

す
る
反
応
な
ど
が
鈍
く
な
り
ま
す
。

　
例
え
ば
信
号
が
「
赤
」
な
の
を
確
認

し
て
か
ら
ブ
レ
ー
キ
を
踏
む
ま
で
、
ふ

だ
ん
は
一
秒
足
ら
ず
な
の
が
、
飲
酒
時

で
は
、
反
応
が
遅
れ
て
二
秒
か
か
っ
た

と
し
ま
す
。
時
速
四
十
キ
ロ
と
し
ま
す

と
、
そ
の
「
一
秒
」
の
差
は
距
離
に
し

て
十
一
メ
ー
ト
ル
。
そ
れ
だ
け
、
事
故

の
危
険
性
は
高
ま
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
る
障
害

を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

①
視
力
障
害
、
特
に
動
い
て
い
る
も
の

　
を
見
る
動
体
視
力
に
障
害
が
起
こ
る
。

　
ま
た
視
野
が
狭
く
な
り
、
一
点
を
中

　
心
に
周
り
が
見
え
な
く
な
る
、
い
わ

　
ゆ
る
「
ト
ン
ネ
ル
視
」
の
状
態
に
な

　
る
。

②
下
肢
運
動
神
経
の
機
能
が
低
下
し
、

　
ブ
レ
ー
キ
の
遅
れ
、
ア
ク
セ
ル
、
ク

　
ラ
ッ
チ
な
ど
の
操
作
が
乱
暴
に
な
る
。

、
③
集
中
力
が
鈍
り
、
身
体
平
衡
感
覚
や

　
握
力
が
低
下
し
、
疲
労
感
が
高
ま
る
。

　
　
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

　
　
「
自
分
は
酒
に
強
い
。
一
合
ぐ
ら
い

な
ら
運
転
し
て
も
平
気
」
と
い
う
の
は

大
き
な
誤
り
で
す
。

　
ち
ょ
っ
と
で
も
酒
を
飲
め
ば
、
自
制

心
が
失
わ
れ
、
運
動
機
能
や
知
覚
機
能

が
鈍
く
な
る
の
で
す
。
ひ
と
た
び
事
故

を
起
こ
す
と
、
死
亡
事
故
に
つ
な
が
り

や
す
い
飲
酒
運
転
。
酒
の
強
い
弱
い
に

か
か
わ
ら
ず
危
険
で
あ
る
こ
と
を
肝
に

銘
じ
て
、
　
「
乗
る
な
ら
飲
む
な
、
飲
ん

だ
ら
乗
る
な
」
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

　
死
亡
事
故
二
百
六
十
五
件
の
う
ち
ス

ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
、
飲
酒
運
転
に
よ

る
も
の
が
百
三
十
七
件
五
十
一
・
七
％

を
占
め
て
い
ま
す
。

（
昭
和
六
十
一
年
九
月
末
現
在
県
内
）

　
　
　
　
　
！

　
　
　
　
　
　
！
　
　
　
ド
ぎ

　
　
　
　
　
　
／
　
　
　
［
過
件

　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
ピ
し
7
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
出

　
酒
件
　
　
故

　
飲
認
　
　
事
件

　
　
　
　
　
　
亡
脳

　
　
　
　
　
　
死

　
　
　
　
　
　
他
件

　
　
　
　
　
　
の
2
8

　
　
　
　
　
　
そ
ー

事

○
○

レ輩：

年
末
年
始
の

　
　
　
　
　
　
　
交
通
事
故
防
止
運
動

十
二
月
十
日
～
六
十
二
年
一
月
三
日

　
年
末
年
始
は
、
例
年
交
通
量
の
増
加

に
加
え
、
飲
酒
の
機
会
も
多
く
、
ま
た

気
ぜ
わ
し
さ
な
ど
か
ら
交
通
事
故
の
多

発
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が

気
を
ひ
き
む
め
て
、
悲
惨
な
交
通
事
故

を
な
く
す
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
　
重
点
目
標

◎
飲
酒
運
転
・
速
度
違
反
等
無
謀
運
転

　
の
追
放

◎
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
正

　
し
い
着
用
の
定
着
化

◎
ミ
ニ
バ
イ
ク
・
自
動
二
輪
車
の
交
通

事
故
防
止

◎
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
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（
○

『
消
防
点
検
と
　
　
　
　
　
。

。
　
　
　
　
・
功
労
者
表
彰
鶴

　
火
災
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
た
さ
る
十
一

月
十
五
日
、
町
の
消
防
点
検
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。
消
防
ポ
ン
プ
車
三
台
、
団

員
四
十
名
が
参
加
し
好
天
に
め
ぐ
ま
れ

た
中
学
校
庭
で
、
巡
閲
、
服
装
点
検
、
ポ

ン
プ
車
操
法
、
小
隊
訓
練
、
機
械
器
具

の
点
検
、
放
水
演
習
を
行
な
い
、
み
な

さ
ん
の
期
待
に
こ
た
え
ま
し
た
。

　
熊
谷
支
部
特
別
点
検

　
十
一
月
二
十
二
日
、
荒
川
運
動
公
園

で
、
江
南
町
、
熊
谷
市
、
妻
沼
町
、
大

里
村
の
各
消
防
団
員
と
職
員
が
参
加
し

て
、
連
合
点
検
が
盛
大
に
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
点
検
終
了
後
、
県
消
防
協
会
、

同
熊
谷
支
部
の
表
彰
が
あ
り
、
次
の
か

た
が
た
が
栄
誉
に
浴
し
、
点
検
を
終
了

い
た
し
ま
し
た
。

埼
玉
県
消
防
協
会
表
彰
（
敬
称
略
）

〇
三
等
功
労
章
　
福
田
重
則
北
分
団
長

○
消
防
技
能
章
　
寺
山
文
夫
南
班
長

○
消
防
功
労
章
　
小
島
芳
房
（
議
員
）

〇
三
等
勤
続
章
　
福
田
重
則
北
分
団
長

○
火
災
予
防
成
績
優
良
者
表
彰

　
茂
木
登
・
坂
田
潔
・
吉
野
幸
造

　
　
　
熊
谷
支
部
表
彰

〇
二
等
功
労
章
　
寺
山
浩
南
分
団
長

　
　
　
　
　
　
大
久
保
光
司
中
央
副

　
　
　
　
　
　
分
団
長
　
福
田
信
夫

　
　
　
　
　
　
北
副
分
団
長

〇
三
等
功
労
章
　
福
田
邦
夫
北
班
長

　
　
　
　
　
　
飯
野
一
男
北
団
員

　
　
　
　
　
　
吉
田
克
己
南
班
長

　
　
　
　
　
　
松
本
達
雄
南
団
員

　
　
　
　
　
　
岡
田
恒
雄
中
央
団
員

　
　
　
　
　
　
神
田
　
稔
中
央
団
員

　
　
　
　
　
　
斉
藤
道
夫
中
央
団
員

　
　
　
江
南
町
表
彰

○
優
良
団
員
表
彰
　
宅
森
知
克
（
中
央
）

挫

鞭
党

露

（

（

黙

頑
張
っ
て
ま
す
消
防
団

　
　
　
　
　
　
　
地
域
防
災
の
担
い
手

　
消
防
団
は
、
団
長
以
下
四
十
六
人
で

三
つ
の
分
団
で
、
そ
れ
ぞ
れ
消
防
ポ
ン

プ
車
を
保
有
し
て
い
ま
す
。

　
消
防
団
員
は
、
日
常
は
各
自
の
職
場

に
従
事
し
な
が
ら
、
火
災
や
風
水
害
の

際
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
に
基
づ
き
、

そ
の
本
業
を
投
げ
う
っ
て
献
身
的
な

活
動
を
し
ま
す
。
一
朝
事
あ
れ
ば
、

一斉放水

自
ら
の
危
険
を
顧
み
ず
、
地
域
住
民
の

生
命
、
身
体
、
財
産
を
守
る
た
め
に
活

躍
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

　
地
域
に
お
け
る
消
防
団
の
活
動
は
広

範
囲
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
火
災
の
際

に
は
、
招
集
サ
イ
レ
ン
で
各
分
団
車
庫

に
駆
け
付
け
消
防
ポ
ン
プ
車
で
現
場
に

出
動
、
消
防
職
員
と
一
致
協
力
し
て
初

期
消
火
、
延
焼
阻
止
の
消
火
活
動
、
飛

び
火
警
戒
や
残
火
処
理
等
の
任
務
に
活

躍
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
火
災
予
防
の

面
で
も
、
各
種
の
広
報
活
動
や
警
戒
活

動
を
行
い
、
火
災
発
生
の
防
止
に
努
め

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
活
動
を
円
滑
に

行
な
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
消
防
団

員
は
厳
し
い
訓
練
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
各
自
が
職
業
を
持
っ
て
い
る
た
め
、

早
朝
、
夜
間
あ
る
い
は
休
日
に
訓
練
等

を
行
う
な
ど
、
そ
の
苦
労
は
並
み
大
抵

の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

団
員
は
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち

で
守
る
と
い
う
気
概
と
、
犠
牲
的
精
神

に
よ
り
日
夜
奮
闘
し
て
い
ま
す
の
で
こ

れ
か
ら
も
で
き
る
限
り
の
協
力
を
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
Q

　
「
火
の
用
心

　
　
　
7
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」

一
、
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て

　
　
を
し
な
い
。

二
、
子
供
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
で

　
　
遊
ば
せ
な
い
。

三
、
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を
し

　
　
な
い
。

四
、
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ
の

　
　
場
を
離
れ
な
い
。

査
、
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も
の

　
　
を
置
か
な
い
。

六
、
ふ
ろ
の
空
だ
き
を
し
な
い
。

七
、
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い
も

　
　
の
を
近
づ
け
な
い
。
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）

る体育祭

1
体
育
祭
特
集
－

　
十
月
十
日
体
育
の
日
、
昭
和
六
十
一

年
度
、
町
民
体
育
祭
が
舞
台
を
町
営
運

動
公
園
に
移
し
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
心
配
さ
れ
た
天
候
も
、
町
民
の

み
な
さ
ん
の
心
意
気
で
雨
雲
を
吹
き
飛

ば
し
、
二
十
一
種
目
に
わ
た
る
競
技
が

（パン食い競走）

又）

いつ見てもおじょうずですね。

見ているだけで力が入ります。
　　　　　　　　（字別綱引）

き
㌧
）

　　　　　　　．縣灘
健康のため吸いすぎに注意しましょう！！

　　　　　　　　（タバコ吸競走）

．ネェー・あなたまってヨー！
　　　　（風船ほほはさみ競走）
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赤かて、白かて！
　　　　（玉入れ） ヤッタネ！（スポ少リレー）

じょうずにつかめましたネ！ノ

じょうずにくす玉が開きました。

板
井
区
民
運
動
会
（
＋
一
月
三
日
）

写真で見
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
お
年
寄
か
ら
子
供
ま
で
、
選
手
、
応

援
席
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
さ
わ
や
か
な

汗
を
流
し
た
、
秋
の
一
日
で
し
た
。

　
楽
し
か
っ
た
一
コ
マ
一
コ
マ
を
写
真

で
ふ
り
か
え
っ
て
見
ま
し
ょ
う
。

（

r＼、

家ではもっと上品ヨ！
　　　　　　　（、

　沸蕪鱗

親孝行のはじまりですネ！ノ

幼
稚
園
親
子
運
動
会

　
　
（
十
月
十
二
日
）

・（
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）

講．
窪

）灘＿、 難、轟難
　　　　　　▲楽しい交歓給食
　11月5日、埼玉県教育委員会の委嘱による学校給食研究として
　南小で3年2組と5年2組の交歓給食が森林レストランでお・こ
　なわれました。

’）

）戸

　▲郡身障者スポーツ大会
11月9日、第6回郡身障者スポーッ大会が、
町営運動公園でおこなわれました。

　　　　▲収　 穫

11月8日、南小スポ少（サッカー部）の生徒が
稲刈りの体験をした楽しい日でした。

　▲敬老会で楽しい一日
11月6日・7日の両日にお年寄りを対象に
江南荘で敬老会がおこなわれ、歌に踊りに、
にぎやかな一日でした。

　　▲スリーデー・マーチ
11月3日、第9回スリーデーマーチ最終日に、
たくさんのウオーカーがチェックポイントの
文殊寺でひとやすみ。

黛

箏



広報こうなん（7昭和61年12月15日

　
　
　
狩
猟
が
解
禁

　
今
年
も
十
一
月
十
五
日
か
ら
狩
猟
が

解
禁
に
な
り
ま
し
た
。

　
本
町
も
昨
年
に
引
続
き
、
日
曜
・
祭

日
に
限
り
猟
区
と
し
て
解
禁
に
な
り
ま

し
た
。

　
入
猟
者
は
一
日
十
人
に
制
限
し
、
案

内
人
を
つ
け
、
人
家
な
ど
の
附
近
で
は
、

絶
対
に
猟
を
し
な
い
よ
う
厳
重
に
注
意

を
呼
び
か
け
ま
す
が
、
山
林
や
畑
等
で

の
農
作
業
に
は
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
　
ハ
ン
タ
ー
の
み
な
さ
ん
へ

∩
（

　
正
し
い
狩
猟
を
す
る
た
め
に
次
の
こ

と
を
特
に
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
銃
を
使
用
し
て
も
よ
い
場
所
で
あ
る

か
確
認
す
る
。

○
銃
口
は
、
絶
対
に
人
に
向
け
な
い
。

○
場
所
を
移
動
す
る
と
き
、
あ
る
い
は

　
危
険
意
場
所
や
休
憩
す
る
と
き
は
、

　
タ
マ
を
必
ず
抜
い
て
お
く
。

○
見
通
し
の
悪
い
竹
ヤ
ブ
、
雑
木
林
、

　
あ
る
い
は
タ
マ
の
は
ね
返
っ
て
く
る

　
よ
う
な
方
向
に
発
射
し
な
い
。

○
銃
や
タ
マ
は
自
動
車
に
放
置
し
な
い
。

土
地
や
建
物
を
売
っ
た
と
き
の
税
金

　
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
と
き
の
利
益

は
、
原
則
と
し
て
譲
渡
所
得
と
さ
れ
税

金
が
か
か
り
ま
す
。

　
所
得
税
は
、
す
べ
て
の
所
得
を
合
計

し
て
計
算
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
，
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
と
き
の
譲

渡
所
得
は
、
他
の
所
得
と
分
離
し
て
税

金
を
計
算
す
る
な
ど
、
特
別
の
計
算
方

法
が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
譲
渡
所
得
は
、
譲
渡
し
た
土
地
や
建

物
を
い
つ
か
ら
所
有
し
て
い
た
か
に
よ

り
、
長
期
譲
渡
所
得
と
短
期
譲
渡
所
得

に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
方
法
で
税
額

を
計
算
し
ま
す
。

　
な
お
、
長
期
譲
渡
所
得
と
は
、
譲
渡

し
た
年
の
一
月
一
日
に
お
い
て
、
所
有

期
間
が
一
〇
年
を
超
え
る
土
地
や
建
物

を
売
っ
た
と
き
の
譲
渡
所
得
を
い
い
、

一
〇
年
以
下
の
場
合
を
短
期
譲
渡
所
得

と
い
い
ま
ず
。

　
長
期
譲
渡
所
得
は
、
通
常
の
場
合
一

〇
〇
万
円
の
特
別
控
除
を
差
し
引
い
た

後
の
金
額
が
四
〇
〇
〇
万
円
以
下
の
場

合
は
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
税
金
が
か
か

り
四
〇
〇
〇
万
円
を
超
え
ま
す
と
、
他

の
所
得
と
総
合
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

　
短
期
譲
渡
所
得
に
は
、
長
期
譲
渡
所

得
の
よ
う
な
一
〇
〇
万
円
の
特
別
控
除

は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト

以
上
の
税
金
が
か
か
り
ま
す
。

　
ま
た
、
譲
渡
所
得
の
計
算
に
当
た
っ

て
は
、
例
え
ば
自
分
が
住
ん
で
い
る
家

屋
と
敷
地
を
譲
渡
し
た
り
、
収
用
対
象

事
業
の
た
め
に
土
地
等
を
譲
渡
し
た
と

中
学
一
・
二
年
生
の

　
　
勤
労
体
験
学
習

　
十
月
十
五
日
と
十
七
日
に
、
中
学
校

で
は
一
、
二
年
生
を
対
象
に
県
立
農
業

教
育
セ
ン
タ
ー
の
協
力
で
今
年
も
体
験

学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　
体
験
学
習
と
は
、
牛
の
飼
育
と
健
康

観
察
や
大
根
の
収
穫
・
調
製
な
ど
農
業

を
一
日
実
際
に
体
験
し
、
そ
の
中
か
ら
、

土
や
植
物
に
じ
か
に
触
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
自
然
と
の
直
接
体
験
を
し
、
　
「
強

さ
」
と
．
「
も
ろ
さ
」
を
理
解
し
、
生
命

　
　
　
保
健
婦
だ
よ
り

　
「
ク
イ
ズ
に
、
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
」

　
　
日
頃
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
機
会
に
血

　
圧
を
測
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
お
り
、

　
皆
さ
ま
も
ま
た
自
分
の
血
圧
に
対
す
る

　
関
心
が
、
最
近
は
特
に
深
く
な
っ
て
き

　
て
お
り
ま
す
。

　
　
自
分
の
体
の
健
康
管
理
の
う
え
か
ら

　
も
非
常
に
喜
ば
し
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
　
そ
こ
で
、
今
回
は
血
圧
に
関
す
る
ク

　
イ
ズ
を
八
題
、
提
出
し
ま
し
た
。

　
　
あ
な
た
も
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

〉

き
に
は
、
三
〇
〇
〇
万
円
の
特
別
控
除

な
ど
課
税
上
の
特
例
が
あ
り
ま
す
か
ら
、

こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
最
寄
り
の
税
務

署
・
税
務
相
談
室
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

（
　
∩

を
い
た
わ
る
心
を
育
て
、
そ
し
て
よ
り

よ
い
人
間
関
係
を
め
ざ
し
、
学
習
し
て

い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
十
一
月
十
五
日
に
は
、
二
年
生
を
対

象
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
天
候
に
め
ぐ
ま
れ
、
大
根
の
収
穫
で

は
、
教
育
セ
ン
タ
ー
職
員
の
か
た
の
指

導
で
、
大
根
を
こ
ぎ
、
そ
れ
を
水
洗
し
、

干
す
作
業
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
庭
園
管
理
な
ど
も
あ
り
葉

ボ
タ
ン
の
移
植
な
ど
も
あ
り
楽
し
い
一

日
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

8 7 6 5 4 3 2 1
か常
ら　温

食高
生血

減利
塩尿

減血
塩圧

変睾 時血
間圧

女高
性血

子両
供墾 八

だ　で 活圧 し降 の　が 多　い や　は に圧 の　カ

い液
よ状

を　に
改　な

な圧
く　剤

必正
要常

く　も

飲の
姦　、

　2則
少や
な　脳

と　高
き　血 つ

い　の 善　つ て　を は　な め　を で｝る し痛 か圧
。油 し　て よ服 な　ら ば食 異と ら　の の

は て　か い　用 い　ば 血ぺ な　き は 血人
も　ら

手

。　し

て

o 圧て
は　も

る　の
o

男
性

雰嫉 質

遅 し、 上　　、 に 高
れ れ カデ 多 め
o ば 一

り
な

く で
あ

問

し、o る
o

のあ
答な
え　た

（採○
×
点
）

　
　
　
正
し
い
答
え
は
8
ぺ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

★
イ
エ
ス
・
ノ
ー
で
答
え
て
下
さ
い
。

　
温
か
い
ご
好
意

　
江
南
町
商
工
会
青
年
部
で
は
去
る
十

月
二
十
日
、
寄
居
、
川
本
、
花
園
各
町

の
青
年
部
と
合
同
で
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
、
町
の
社
会
福

祉
事
業
に
役
立
て
て
下
さ
い
と
、
十
万

円
の
寄
附
金
を
い
禿
だ
き
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
、
こ

の
お
金
を
受
入
れ
、
歳
末
助
け
合
い
運

動
等
の
た
め
に
、
有
効
に
使
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
．
ま
す
。

　
青
年
部
の
皆
さ
ま
が
た
の
ご
好
意
に

対
し
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。



　　　　放送大学62年度学生募集

　　　■募集人員
　　　　全科履修生　　6，000人

　　　　簿奎｝・一

　　　■出願受付期問
　　　　昭和61年12月1日～62年1月31
　　　　日（原則として先着順に受け入れ
　　　　ます。）

　　　■授業開始
rへ、　　　昭和62年4月1日から

、）’　　■放送授業の放送

　　　　専用の放送局から（午前6時か
　　、iら午後12時まで）

　）i　テレビはUHF16チャンネル
　　　　ラジオはFM77．1メガヘルツ
　　　i・霊－募集要領の請求方法

　　　　放送大学本部あてに郵便ハガキ
　　　で請求して下さい。　（無料送付）

　　　　請求先　〒260千葉市若葉2の
　　　11　放送大学あて
　　　■間合せ
　　　　奮0472－76－5111
　　　　　　（放送大学本部）

　　　　　　　教育相談

　　　　教育委員会では、毎週火曜日（
　　　祝祭日はのぞく）午後1時より3
　　　時までの問、教育相談をお受けし
　　　ています。
　　　　お子さんの教育上のことでお困
　　　りのことがありましたら、お気軽
　　　にご相談ください。
　　　　智36－5468（直通）
　　　　　36－1521（内線37）

k
＿
〆

／

　　　　行政・心配ごと相談

　　　　日常生活での困りごとや行政へ
し　　　の不満等のあるかたは、12月第2
　　　火曜日にご相談に応じておりま
　　　す。どうぞお気軽にお出かけくだ
　　　さい。
　　　■と　き
　　　　12月9日〔弁護士来庁〕

　午前9時30分～正午
■ところ

　母子センター

　　不動産無料相談

　県では、12月1日から31日までi
「宅地建物取引業法強調月間」の　i
行事の一つとして、不動産無料相　i
談所を開き、広くみなさんの相談　i
に応じることになりました。

　みなさんに、不動産取引きに関　i
する知識の普及と、いっそうの理i
解をしていただき、取引業の健全i
な発展を期するために行うもので　i

す。相談は専門家が担当します。・：
　どうぞお気軽にご利用ください。i

■と　き　12月8日～9日午前10i
　　　時から午後3時まで
■ところ　熊谷市八木橋デパート　i

　　　7階
■内　容　不動産取引、相続、税　i

　　　金、登記等に関する相談　i

■相談員　弁護士、税務署職員、

　　　県職員等

　　　　献　　血

　血液を必要としている多くのか　i
たがたのために、また、ご自分の　i
健康状態を知るためにも、ご協力　i
をお願いします。

■日時・場所
12月18日（木）午前9時30分から

母子センター午前11時30分まで
■献血できる人（200αcの場合）

　年齢16歳～64歳
　体重　男子45kg以上

　　　女子40kg以上
　前回採血から1ヶ月以上経過し　i
　ているかた。
■問合せ

　役場住民課

年末の郵便物はお早めに

●年賀状は12月15日から受け付け　i
　ます。なるべく12月20日までにi

　お出しください。
●郵便番号をはっきり、正確に
●住所は、枝番、アパート名、棟i
　番号、室番号まで略さず書くよ　i

　うにしましょう。

年末の登記事務は

お早めに

－年末における登記事務は12月27
日（土）まで取り扱いますが、年末に

は登記事件が急増し、相当混雑が
予想されます。そのため、12月の
押しつまった時期に提出された事
件は、年内に処理することが困難
な場合もありますので、登記の申
請・登記簿の謄抄本・印鑑証明等
の請求は、できる限り早めにされ
ますようお願いします。

■間い合せ　熊谷法務局

　　　　　費24－8805

忘れないで

公給領収証

　皆さんが料理店、旅館などを利
用され、お金（料金と税金）を支
払った場合、お店では、税金を受
けとった証拠として、公給領収証
を渡すことになっています。

　この公給領収証は税金を正しく
県へ払い込んでいるしるしになり
ます。この税金は県の大切な財源
となります。

　飲食や宿泊された時は、必ず公
給領収証を受けとりましょう。

　なお、この制度についてくわし
いことは、熊谷県税事務所までお
たずねください。

　智23－2801

　歳末たすけあい運動

　　　12月1日～31日
　「歳末たすけあい運動」は毎年
10月1日から始まる共同募金運動
の一環として、特に12月に限って
行われるもので、国民一人ひとり
の自発的意志に基づく、皆が共に
参加し助けあうことを基調にする
民間社会福祉運動です。

　集まった寄付金は、ひとり暮ら
しや寝たきりの老人、手足の不自
由な人などへの福祉のために活用
されます。幸わせを、皆で分かち
合いたいものですね。

7　5　3　1
問問問問

イ
エ
ス

イ
エ
ス

ノ
　
ー

ノ
　
ー

2
問
・
ノ
i

4
問
・
ノ
i

6
問
・
ノ
i

8
問
・
イ
エ
ス

ク
イ
ズ
回
答

　野千須小三樋　御押　　　　　　　　賀　　江　　　　　　　　　　正　　　　　＿
齊原坂関代松広松川大本茂春浅関齋新田持切九
　　　　　　　　　　　　　　木　見口藤田中田　月　　　　　　本藤

知
子

口
久
美
子

田
　
有
加

昭
子

久
保
慶
彦

本
奈
菜
江

　　祐裕真　　達祐
純　　也也理　　也也

長　　長長　　長　　長　　長　　長
女㌔　女女　女　女　男　男

時勇高重優徳佳夫治志雄二宣美）　　　　　 ）　 ）　　　　　 V　　　　　 ）　　　　　 ）　　　　　 ）

長二二　　長長
男男女　　男男

鑛裂美勉
）　　）　　）　　　　　　）　　）

お
誕
生
お
め
で
と
う

　
　
　
　
（
徽
）
靴
）

〔
九
月
・
十
月
中
屈
出
〕




